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翻 躙
立舷セカンドステージ大学で1:
受鱗生はみなゼミに参加する。

蒙躾菖 ジェンダー鵡が専門分

野である、庄司洋子教授のゼミ

に
と
け
込
め
ず
、
シ
ニ
ア
層
が
孤
立
化
し
た

ま
ま
エ
ゴ
ば
か
り
主
張
し
て
い
た
ら
ど
う
な

る
か
。
日
本
は
ど
ん
ど
ん
保
守
化
し
、
内
部

か
ら
崩
壊
し
て
い
く
」

シ
ニ
ア
層
に
対
し
、
学
び
直
し
と
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
機
会
を
提
供
し
、
多
様
な
社
会
的

参
加
の
担
い
手
と
し
て
、
自
ら
を
構
築
す
る

場
、
そ
れ
が
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学

の
役
割
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
も
立
場
も
違
う
1
0
0
人
近
い

人
た
ち
が
再
び
大
学
に
集
い
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
の
生

き
方
や
価
値
観
を
見
直
し
、
新
し
い
ス
テ
ー

ジ
を
見
つ
け
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

受
講
生
と
教
員
と
が
共
に
授
業
を
創
り
上

げ
て
い
く
の
が
、
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

大
学
の
基
本
的
な
ス
ク
ン
ス
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
①
エ
イ
ジ
ン
グ
社
会
の
教
養
科
目
群
、

②
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
デ
ザ
イ
ン
と
ビ
ジ
ネ
ス
科

目
群
、
③
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
設
計
科
目
群

と
、
い
ゼ
ミ
で
構
成
さ
れ
る
。

必
修
科
目
に
は
、
「
現
代
世
界
論
」
「
超
高

齢
社
会
論
」
、
選
択
科
目
に
は
「
生
涯
現
役
と

い
う
生
き
方
」
「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」
と
い
っ
た
科
目
が
設
置
さ
れ

た
。
龍
述
し
た
立
花
教
授
は
「
現
代
史
の
中

の
自
分
史
」
を
担
当
、

自
分
史
を
書
く
こ
と

を
通
じ
て
、
時
代
の
流
れ
の
な
か
に
自
分
を

確
認
す
る
と
い
う
講
義
が
好
評
で
あ
る
。

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
で
は
、
す

す
ぺ
て
の
受
講
生
が
ゼ
ミ
に
参
加
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団
塊
世
代
の
大
量
退
職
が
始
ま
っ
た

2
 0
0
 
7
年
。
シ
ニ
ア
層
を
対
象
に
し
た
商

品
や
旅
行
プ
ラ
ン
な
ど
が
、
巷
に
あ
ふ
れ
た
。

だ
が
、
組
織
を
離
れ
た
団
塊
世
代
が
求
め

て
い
る
も
の
と
は
何
か
。
帰
属
す
べ
き
場
所

を
失
い
、
自
分
の
源
が
ど
こ
に
あ
る
か
不
安

に
感
じ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
自
由
な
時
間

を
手
に
入
れ
て
新
た
な
可
能
性
を
探
し
出
そ

う
と
心
を
躍
ら
せ
て
い
る
人
も
い
る
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
必
要
な
の
が
、
こ
れ
ま

で
企
業
戦
士
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
シ
ニ
ア

が
新
し
い
人
生
観
を
つ
か
む
ま
で
の
場
所
、

新
た
な
自
分
を
改
め
て
模
索
す
る
場
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

シ
ニ
ア
が
自
己
変
革
し
な
け
れ
ば

08
年

4
月
、
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大

学
が
誕
生
ー
ー
0
5
0歳
以
上
の
人
々
を
対
象

に
し
た
立
教
大
学
主
催
の
生
涯
学
習
の
場
で

あ
る
。
募
集
定
員

70人
の
本
科
は

1
年
と
し
、
修

了
後
、
希
望
者
は
専
攻
科

(
1年
）
に
進
学
で

き
る
。
出
願
資
格
は
潰

50歳
以
上
の
男
女
で
、

高
校
卒
業
以
上
の
学
力
が
あ
る
こ
と
。
選
抜

試
験
は
、
志
願
理
由
な
ど
約
2
5
0
0
字
の

ェ
ッ
セ
イ
と
履
歴
書
で
第

一
次
選
考
を
実

施
、
書
類
選
考
後
、
第
二
次
の
面
接
で
、
合

否
が
判
断
さ
れ
る
。

立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン

研
究
科
の
教
授
で
も
あ
る
、
評
論
家
の
立
花

隆
氏
を
は
じ
め
、
著
名
人
が
教
授
陣
に
名
を

連
ね
た
こ
と
で
も
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

べ
て
の
受
講
生
が
い
ず
れ
か
の
ゼ
ミ
に
所
属

し
、
1
年
間
か
け
て
修
了
報
告
書
の
作
成
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な
特

徴
だ
。「シ

ニ
ア
の
方
々
に
質
の
高
い
教
育
内
容

と
多
面
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
彼
ら
は
今
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
学
ん
だ
方
々
は
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
社
会
変
革
に
お
け
る
核
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
（
笠
原
副
総
長
）

農
村
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

1
ク
や
ゼ
ミ
合

宿
な
ど
、
受
講
生
自
ら
が
積
極
的
に
計
画
を

立
て
、
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
る
と
い
う
。

立
教
大
学
の
試
み
に
賛
同
し
、
シ

ニ
ア
層

向
け
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
骰
置
し
よ
、
？
と
い
う

動
き
も
徐
々
に
表
れ
つ
つ
あ
る
。
大
学
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
き
、
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
・
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う

な
も
の
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
社
会
に

発
信
で
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

一
助
と
な
れ

ば
、と
笠
原
副
総
長
は
今
後
の
展
望
を
語
る
。

社
会
起
婁
家
を
目
指
す

一
方
、
退
識
後
に
地
域
貢
献
型
の
事
業
を

起
こ
し
た
い
と
考
え
る
シ
ニ
ア
層
を
対
象

に
、
体
系
的
な
知
識
、
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
提
供
す
る
取
り
組
み
も
あ
る
。
大
阪

市
域
で

m年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
団
塊
世

代
が
活
躍
す
る
た
め
の
地
域
貢
献
型
社
会
起

業
家
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
だ
。

就
業
者
に
占
め
る
団
塊
世
代
の
割
合
は
高

い
も
の
の
、
退
朧
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る

資
料
請
求
者
は

1
0
0
0
人
、
応
募
者
数
は

1
7
0
人
に
上
る
。
選
抜
の
結
果
、
初
年
度

は
96
人
が
合
格
。
平
均
年
齢
60
歳
の
「
大
学

生
」
が
入
学
し
、
東
京
・
池
袋
キ
ャ
ン
バ
ス

で
学
ん
で
い
る
。

「
私
自
身
も
団
塊
の
世
代
だ
が
、

こ
の
ま

ま
何
の
準
傭
も
な
し
に
定
年
を
迎
え
、
地
域

社
会
に
入
っ
て
い
け
る
か
と
い
え
ば
、
や
は

り
難
し
い
と
感
じ
る
。
昨
日
ま
で
会
社
人
間

だ
っ
た
人
が
、
い
き
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
に
参
加
し
て
も
、
つ
い
昔
の
肩
書
き

を
振
り
回
し
、
地
域
社
会
の
な
か
で
孤
立
し

て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
話
も
よ
く
聞
く
。

自
分
の
フ

ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
が
終
わ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
の
セ
カ
ン
ド

ス
テ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
を

考
え
る
、
組
織
だ
っ
た
受
け
皿
が
不
可
欠
で

は
な
い
か
」

立
教
大
学
副
総
長
の
笠
原
清
志
教
授
は
、

自
ら
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
あ
わ
せ
て

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
開
設
の
意
義

を
語
る
。

立
教
大
学
は

02
年
、
大
学
院
21
世
紀
社
会

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
を
開
設。

21
世
紀
社
会
デ

ザ
イ
ン
研
究
科
は
、

N
P
o
（
非
営
利
組
織
）

や
N
G
o
（
非
政
府
組
織
）
の
設
立

・
運
営
を

担
え
る
人
材
の
養
成
を
主
た
る
且
的
と
し
て

い
る
。
研
究
科
設
立
の
際
に
、
N
P
o
.
N

G
0
関
係
者
の
話
を
間
い
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
と
け
込
む
難
し
さ
を
、
痛
感

し
て
い
た
。

「
少
子
高
齢
化
の
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す

顕
著
に
な
る
。
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ケ
ア
は
、
ご
く
一
部
の
大
企
業
を
除
い
て
は

必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、

関
西
学
院
大
学
、
同
志
社
大
学
、
立
命
館
大

学
、
関
西
大
学
の

4
つ
の
私
立
大
学
が
共
同

で
申
請、

24大
学
で
構
成
さ
れ
る
関
西
社
会

人
大
学
院
連
合
と
、
大
阪
市
、
関
西
経
済
連

合
会
、
関
西
生
産
性
本
部
、
大
阪
N
P
o
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
の

が
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
「
地
域
貢
献
型
社

会
起
業
家
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
07
年
度

文
部
科
学
省
の
「
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー

ズ
対
応
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
選
定
さ

れ
て
い
る
。

退
職
予
定
者
が
在
職
中
で
も
通
え
る
よ
う

に
、
夜
間
ま
た
は
遇
末
に
大
阪

・
樟
田
で
講

義
を
実
施
し
、
32遇
（
約
8
カ
月
）
で
完
結
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
。
実
践
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
重
視
し
、
「

N
P
o
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
論
」
と
「
社
会
起
業
論
」
を
核
と
し
た
講

義
と
、
N
P
O法
人
な
ど
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
修
了
者

に
は
社
会
起
業
士
課
程
修
了
証
書
が
授
与
さ

れ
る
。

「
地
域
貢
献
型
社
会
起
業
家
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
、
起
業
す
る
た
め
の
基
蔓
的
な
知

、
起
集
の
際
に
直
面
す

織
を
習
得
し
た
上
で

イ
ン
ク
ー

る
で
あ
ろ
う
諸
問
題
を
想
定
し
、

と
を
主

ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
実
体
験
す
る
こ

な
内
容
と
し
て

は
人

い
る
。
起
集
に
際
し
て

的
ネ
ッ
ト
ワ

な
る
こ

ー
ク
も
重
要
な
要
素
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

と
か
ら
、
事
例
濱
習
や

の
場
を
構
築
す

を
き
っ
か
け
に
人
廉
づ
く
り

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。
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■外国霞学研寛科

博 士 館 11J1課租TOPICS

[ TOPエC 1 I紐人を対象に、標準修集年限を
1年とする課程を設置

[ TOP1C 2 I優れたm員を上げた珊合、
最短1年で修了することも可能．

[ TOPIC 3 I時閾的経漬的に碑を
もって学ぺる「畏期●修制度」．
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キャンバスプラ切R叡 F本学サテライト諏室

50織からの
キャンバスライフ

新しい世界に触れて
次のステージヘ進む

足がかりを

近藤紀朗さん

立

教

セ

カ

ン

ド

ス

テ

ー

ジ

大

学

で

学

ん

で

「団填世代が活躇するための

地域貫猷型社会起露哀養成

プログラム]2007年度修了式
の様子

07
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者
は
18
人
で
、

最
終
的
に
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
受

一
講
者
は

8
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
約
10

人
に
科
目
の
受
講
を
認
め
て
い
る
。

「
実
際
に
活
動
し
て
い
る

N
P
O
法
人
の

一
事
例
を
聞
い
て
、
計
画
の
現
実
性
に
目
を
向

け
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
」

「
世
界
が
広
が
り
、同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ー
ク
が
形
成
で
き
た
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
か
ら
は
、
満
足
の
声

一
が
挙
が
っ

て
い
る
。

事
業
総
括
担
当
で
あ
る
関
西
学
院
大
学
の

木
本
圭

一
准
教
授
は
今
後
の
展
望
を
語
る
。

「初
年
度
の
07
年
は
公
募
の
期
間
が
短
く
、

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
も

1
年
間
か
か
る
内
容
を
半

年
間
で
こ
な
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
だ
が
、

2
年
目
で
あ
る
08
年
は
、
応
募
者
は
39
人
と

昨
年
の
倍
以
上
に
な
り
、
講
座
の
内
容
も
充

実
を
図
っ

て
い
る
。

今
後
は
、
受
講
修
了
者
の
情
報
交
換
会
を

毎
月
1
回
開
催
し
、

継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を

進
め
て
い
く
。
同
時
に
、
大
阪
市
や
大
阪
N

P
0
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
さ
ら
に
緊
密
に
連
携

を
深
め
、
こ
こ
か
ら
巣
立

っ
た
方
々
が
起
業

す
る
際
の
、
よ
り
具
体
的
な
支
援
策
を
構
築

し
て
い
き
た
い
」

地
域
連
携
で
学
び
直
し
の
ニ
ー
ズ
を

御
茶
ノ
水
駅
か
ら
徒
歩
3
分
、
東
京
・
神

田
に
あ
る
明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
。

こ
の
ピ
ル
の
11
階
で
、
公
開
講
座
リ
パ
テ
ィ

ア
カ
デ
ミ
ー
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。

2
 0
0
 
8
年
2
月
、
会
社
を
退
職
し
ま

し
た
。
以
前
か
ら
、
会
社
を
辞
め
た
ら
何

を
し
よ
う
か
と
い
ろ
い
ろ
リ
サ
ー
チ
し
て

い
た
と
こ

ろ、

目
に
入
っ
て
き
た
の
が
、

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
開
設
に
関

す
る
新
聞
記
事
で
す
。
記
事
を
読
ん
で
、

「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
単
に
学
ぶ

こ
と
な
ら
自
分

一
人
で
も
で
き
ま
す
し
、

大
き
な
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
何
よ

り
、
こ
の
大
学
な
ら
、
同
世
代
と
の
学
び

を
通
じ
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

家
族
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
つ
つ

提
出
書
類
を
用
意
し
、
い
ざ
、
面
接
試
験

を
受
け
に
来
て
み
て
、
予
想
以
上
の
応
募

者
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
志
望

動
機
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
か
と
思
い

ま
す
が
、
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
に
真
摯
に

取
り
組
も
う
と
す
る
シ
ニ
ア
層
が
、
確
実

に
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

08
年
4
月
か
ら
授
業
が
始
ま
っ
て
、
ほ

ぼ
毎
日
、

1
時
間
電
車
に
乗
っ
て
池
袋

キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
通
い
ま
す
。
通
学
の
行

程
も
「
学
生
で
あ
る
」
と
い
う
実
感
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

授
業
に
対
し
て
は
、
み
な
真
剣
そ
の
も

の
。
教
室
で
は
前
の
席
か
ら
ど
ん
ど
ん
埋

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
先
生
の
話
を

一
言
も

聞
き
逃
す
ま
い
と
す
る
意
気
込
み
が
教
室

中
に
広
が
っ
て
、
よ
い
意
味
で
緊
張
感
が

あ
り
ま
す
ね
。

授
業
の
終
わ
り
に
は
必
ず
、
そ
の
日
の

授
業
の
感
想
な
ど
を
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
す

る
「
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
」
を
提
出
す
る

の
で
す
が
、
こ
れ
に
は
本
音
が
び
っ
し
り

と
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
先
生
方
は
さ
ぞ

か
し
大
変
だ
と
思
い
ま
す
（
笑
）
。

40
年
以
上
、
企
業
戦
士
と
し
て
働
い
て

る
「
外
国
人
向
け
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
行
、
約
半
年
に
わ
た
る
講

義
や
英
会
話
の
授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

1
9
9
9
年
に
開
講
、

08
年
で
ち
ょ
う
ど

-
10
年
目
を
迎
え
る
。
初
年
度
は

36講
座
、
受

講
生
2
0
8
1
人
だ
っ
た
が
、

07
年
度
に
は

3
4
0
講
座
、
受
講
生
2
万
2
0
0
0
人
を

数
え
る
ま
で
と
な
っ
た
。

一
入
り
や
す
く
学
び
や
す
い
環
境
で

ジ
ャ
ン
ル
は
大
き
く
分
け
て
、
教
養

・
文

化
講
座
、
ピ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
資
格
・
大
学
院
で
学
ぴ
た
い
と
い
う
シ
ニ
ア
層
の

実
務

・
語
学
講
座
の

3
つ
。
シ

ニ
ア
層
に
と

要
望
に
応
え
る
制
度
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

り
わ
け
人
気
が
高
い

の
が
、
文

学

や

歴

史

な

先

陣
を
切

っ
た
の
は
、

02
年
度
か
ら
「
シ

ど
を
扱
う
講
座
群
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
受
講

一

―
ー
ア
研
究
生
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
東

生
も
多
い
と
い
う
。

京
経
済
大
学
だ
。
大
卒
以
上
の
資
格
を
持
つ

リ
パ
テ
ィ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
が
実
施
主
体
で

シ
ニ
ア
を
対
象
と
し
た
一
種
の
聴
講
生
制
度

あ
る
「
広
域
連
携
に
よ
る
地
方
活
性
化
の
た

で
、
必
修
単
位
や
論
文
な
ど
の
し
ば
り
が
な

め
の
潜
在
的
な
社
会
参
加
ニ

ー
ズ
対
応
就
労

く
、
自
由
に
授
業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
07
年
度
文
部
科
学
シ
ニ
ア
研
究
生
制
度
を
き
っ

か
け
に
、
本
格

省
「
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
的
に
大
学
院
教
育
を
受
け
た
い
と
い
う
シ
ニ

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
選
定
さ
れ
た
。

ア
層
の
要
望
が
高
ま
り
、
大
学
は
シ
ニ
ア
層

長
野
県
飯
田
市
、
群
馬
県
嬬
恋
村
、
和
歌
の
「
学
ぴ
」
へ
の
欲
求
の
高
さ
を
知
る
こ
と
と

山
県
新
宮
市
な
ど
と
連
携
し
、
学
ぴ
直
し

を

な

っ

た

。

あ
き
ら
め
て
い
た
り
、
そ
の
必
要
性
に
気
づ
し
か
し
、
大
学
院
に
入
る
に
は
筆
記
試
験

い
て
い
な
い
人
た
ち
に
対
し
て
、
潜
在
的
な
と
い
う
関
門
が
あ
る
。
授
業
料
の
負
担
な
ど

学
ぴ
直
し
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
て
人
材
も
加
わ
っ
て
、
シ
ニ
ア
層
に
と
っ
て
大
学
院

を
育
成
、
地
方
の
就
労
人
口
拡
大
や
地
域
の
入
学
は
依
然
と
し
て
高
い
壁
と
な
っ
て
い

生

産

性

向

上

を

目

指

す

。

た

。

そ

こ

で

、

入

り

や

す

く

、

学

ぴ

や

す

い

大

学
術
・
社
会
連
携
部
社
会
連
携
事
務
長
の

学

院

を

ー

と

東

京
経
済
大
学
が
導
入
し

浮
塚
利
夫
氏
は
、
「
明
治
大
学
の
教
員
が
講

た
の
が
、
「
シ
ニ

ア
大
学
院
」
制
度
で
あ
る
。

師
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
現
場
で
受
験
資
格
は
、
大
卒
者
で
、
入
学
時
に
満

の
対
面
講
義
の
ほ
か
、

I
T
（
情
報
技
術
）
を

52
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

筆
記
試
験
の
代
わ

活
用
し
た
遠
隔
講
義
で
、
地
域
の
人
材
を
育
り
と
な
る
課
題
リ
ポ
ー
ト
（
現
代
法
学
研
究

成
し
、
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
」
と
、
基
科
を
除
く
）
の
提
出
、
書
類
審
査
と
面
接
を

本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
語
る
。

入
学
試
験
と
し
た
。
出
願
時
に
申
請
す
れ
ば
、

例
え
ば
、
新
宮
市
で
は
世
界
遺
産
に
登
録
修
士
号
取
得
ま
で
に
最
長
4
年
間
の
在
籍
を

さ
れ
た
熊
野
の
魅
力
を
伝
え
る
人
材
を
育
て
許
可
、
学
費
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
年

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
何
か
違
う
こ
と

を
や
っ
て
み
た
い
、
そ
う
思
っ
て
文
芸
評

論
の
ゼ
ミ
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
新
し
い

世
界
に
触
れ
て
、
学
友
た
ち
と
講
義
に
つ

い
て
あ
れ
こ
れ
と
語
り
合
う
。
今
は
、
会

社
人
間
の
ア
カ
を
落
と
し
て
社
会
に
再
デ

ビ
ュ
ー
す
る
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
期
間
だ
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
「
学
び
直
し
」
や
「
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
立
教

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
は
、
現
在
の

8

本
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

施
設
な
ど
も
フ
ル
に
利
用
で
き
ま
す
か

ら
、
そ
う
い
う
点
で
も
大
学
側
の
懐
の
深

さ
を
感
じ
ま
す
。
本
科
は

1
年
で
修
了
に

な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
専
攻
科
に
進
学
し
て
、

「
学
び
」
を
さ
ら
に
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。
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